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紹

介
山

口
亮
二
著

『
助
動
詞
史
を
探

る
』

小
　
川
　
士
心
　
乃

文
法
史
の
通
史
的
研
究
を
目
的
と
し
た
氏
の
一
連
の
著
作

『
日
本
語
疑
問
表

現
通
史
』
貧

九
九
〇

。
明
治
書
院
）
『
日
本
語
接
続
法
史
論
』
２

九
九
六

・

和
泉
書
院
）
『構
文
史
論
考
』
０
一〇
〇
〇

・
和
泉
書
院
）
に
続
い
て
、
本
書
で

は
助
動
詞
に
つ
い
て
の
考
察
が
ま
と
め
ら
れ
る
。

本
書
は
、
第

一
章

「
「ま
し
」
の
意
味
領
域
」、
第
二
章

「推
量
体
系
の
史
的

変
容
」、
第
二
章

「助
動
詞
の
伝
聞
表
示
に
関
す
る
通
史
的
考
察
」、
第
四
章

「
べ
し
」
の
通
時
的
変
化
」、
第
五
章

「中
世
末
期
回
語
に
お
け
る

「
べ
し
」

の
後
身
―

『天
草
版
平
家
物
語
』
の
訳
語
に
よ
る
―
」、
第
六
章

「『天
草
版
平

家
物
語
』
の

「ま
じ
い
」
と

「ま
い
」
―
原
文
と
の
対
照
か
ら
見
た
打
消
推
量

の
助
動
詞
統
合
の
歩
み
―
」、
第
七
章

「
「
ま
い
」
の
通
時
的
変
化
」、
第
八
章

「
や
う
な
り
∨
や
う
だ
」
の
通
時
的
変
化
」、
第
九
章

「
「
は
ず
だ
」
の
成
立
」、

第
十
章

「勧
誘
表
現
の
通
時
的
変
化
」、
第
十

一
章

「完
了
辞

・
過
去
辞
の
通

時
的
統
合
―

「
た
り
∨
た
」
へ
の
収
敏
―
」
、
第
十
二
章

「完
了
辞
の
統
合
に

か
か
わ
る
補
助
動
詞
の
関
与
」、
第
十
二
章

「「
で
あ
る
」
の
形
成
」
の
十
三
章

か
ら
成
る
。

第

一
章
～
第
十
章
に
は
広
義
推
量
表
現
に
関
連
す
る
論
考
が
ま
と
め
ら
れ
る
。

そ
の
中
核
と
な
る
の
が
、
古
代

・
中
世

・
近
現
代
の
狭
義
推
量
辞

（「話
者
の

想
像
力
に
よ
っ
て
事
柄
の
あ
り
よ
う
を
可
能
的
に
想
定
す
る
作
用
を
表
す
」

（２‐
頁
）
類
）
の
調
査
か
ら
、
推
量
体
系
の
変
遷
に
つ
い
て
述
べ
た
第
二
章
で

あ
ろ
う
。
現
実
に
即
し
、
主
体
の
想
定
的
ム
ー
ド
・
時
制
等
多
様
な
要
素
を
反

映
す
る
古
代
の

「現
実
密
着
型
」
か
ら
、
時
制

。
現
実
と
の
関
係
を
解
消
し
、

主
体
の
想
定
作
用
度
に
よ
る
機
能
分
担
制
へ
再
編
さ
れ
た
中
世
の

「想
像
分
別

型
」
を
経
て
、
さ
ら
に
ム
ー
ド
の
分
極
化
が
進
行
す
る
近
現
代
の

「
ム
ー
ド
識

別
型
」
へ
推
量
体
系
が
変
化
し
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。

第
四
章

・
第
五
章
で
は
、
推
定
辞

（「何
ら
か
の
道
理

・
証
拠

・
状
況
な
ど

に
依
存
し
な
が
ら
、
事
柄
の
あ
り
よ
う
を
む
し
ろ
推
定
し
認
定
す
る
作
用
を
表

す
」
（２２
頁
）
類
）
「
べ
し
」
の
通
史
的
変
化
に
つ
い
て
述
べ
る
。
中
世
以
降
、

「
べ
し
」
の
文
語
化
に
伴
う
推
定
体
系
の
変
化
に
際
し
、
後
身
と
し
て
推
量
辞

「う
ず
」
が
選
択
さ
れ
る
。
「事
態
の
捉
え
方
」
を
軸
に
変
化
し
た
推
量
体
系
と

対
照
的
に
、
推
定
体
系
は
対
象
と
の
蓋
然
性
を
必
要
と
し
、
強
い
融
合
性
を
保

つ
。
「
む
と
す
」
由
来
の

「
う
ず
」
は
中
世
、
推
量
体
系
が
捨
象
し
つ
つ
あ
る

対
象
と
の
融
合
性
及
び
、
客
観
性
を
最
も
備
え
て
お
り
、
そ
の
点
が

「
べ
し
」

と
の
代
替
性
で
あ
り
、
推
量

・
推
定
の
両
体
系
に
ま
た
が
る
作
用
を
可
能
に
し

た
と
す
る
。

第
十

一
章
以
降
で
は
完
了
辞

・
過
去
辞

・
断
定
の
助
動
詞
の
統
合

・
形
成
に

つ
い
て
の
考
察
が
ま
と
め
ら
れ
る
。
第
十

一
章
の
完
了
辞

・
過
去
辞
統
合
の
影

響
は
、
前
半
で
述
べ
ら
れ
た
推
量
表
現
に
も
及
び
、
未
来
推
量

「
な
む

（ん
と

「
て
む

（ん
と

の
衰
退
に
も
関
連
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
記
述
は
、
変
化
は
単
独
で
完
結
す
る
の
で
は
な
く
、
他
の
領
域
と
連

動
し
、
相
互
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

本
書
は
、
語
の
史
的
変
遷
の
平
面
的
な
追
跡
の
み
に
留
ま
ら
な
い
。
表
現

。

意
義

・
形
成
過
程
な
ど
多
角
的
視
点
に
立

っ
た
助
動
詞
史
論
と
言
え
よ
う
。
勿

論
、
氏
の
論
を
支
え
る
の
は
、
上
代
か
ら
現
代
に
及
ぶ
豊
富
な
用
例
で
あ
り
、

ま
た
、
そ
れ
ら
の
緻
密
な
検
討
が
根
底
に
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

（二
〇
〇
三
年
九
月
　
和
泉
書
院
　
一壬

〓
二
頁
　
九
、
○
○
○
円
）

―
本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
―


